
京都府における死因究明をとりまく状況

（１）京都府警察における死体取扱い状況について

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

京都府の死亡数　※１ 25,505 25,471 25,850 26,429 26,655 27,025 26,842 28,309

死体取扱数　※２ 2,966 2,770 2,764 2,818 2,818 2,772 2,801 3,010

解剖件数（司法解剖、調
査法解剖、その他解剖）
※２

150 169 158 176 220 273 225 268

解剖率（％）　※２ 5.1 6.1 5.7 6.2 7.8 9.8 8.0 8.9

検視官臨場件数　※３ 2,620 2,597 2,570 2,668 2,533 2,714 2,740 2,857

検視官臨場率（％）※３ 88.3 93.8 93.0 94.7 89.9 97.9 97.8 97.6

※１　京都府人口動態統計より

※２　厚生労働省死因究明等推進本部事務局資料より（令和３年中に警察が取り扱った死体数（東日本大震災による死者を除く。）

※３　京都府警察より

（２）警察においてあらかじめ検視等の立会の協力を依頼している医師数等（R3.4.1時点）

基礎研
修会

上級研
修会

全国 4,040 1,096 2,944 7,718 65 7,653 177,077 44 32.1 61.3 543 183

京都府警察 32 32 0 27 0 27 3,010 94 12.7 10.8 25 4
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※２「警察取扱死体数」を「あらかじめ検視等の立会の協力を依頼している医師数」で除した数（小数点第一位を四捨五入した。）。

※５　受講者の受講時における住所地。

※１　令和３年中に警察が取り扱った死体数（東日本大震災による死者を除く。）。

※３「あらかじめ検視等の立会の協力を依頼している医師数」を総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」（令和４年１月１日現在）による人口で除した上、百万を乗じ
た数（小数点第二位を四捨五入した。）。

※４「あらかじめ身元確認の協力を依頼している歯科医師数」を総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」（令和４年１月１日現在）による人口で除した上、百万を乗じ
た数（小数点第二位を四捨五入した。）。


